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メトロ電気工業株式会社
〒446-0045 愛知県安城市横山町寺田１１番地１

資 本 金:60,000,000 円

創
設

業:1913 年 5 月
立:1951 年 6 月

従業員数:86 名

トーマス・エジソンが設立した
ゼネラル・エレクトリック社の
技術者 3 名により
白熱電球の国産化を目的に創業

今年で創業111周年

会社概要

国内拠点:本社・愛知工場
島根工場 東京営業所

海外拠点:中国工場
マレーシア工場
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電 球

暖房器

ヒーター
・加熱器

カーボンランプヒーター

竹の繊維
＝カーボン

管球の技術を活用し、光源から熱源へシフト
脱炭素社会形成に 幅広い分野で貢献したい

会社概要

赤外線やぐらこたつ用ヒーター
ユニットを開発、製造、販売

2005年

白熱電球や特殊電球を
開発、製造、販売

1913年

オレンジヒートの開発・実用化
民生用、産業用加熱器の
開発、製造、販売

1981年

加熱エンジ
ニアリング2020年～

加熱装置等エンジニアリング事業
低圧鋳造、鍛造、アルミ溶湯 等
高温加熱工程に導入が進む 金型加熱器 等 3



技術開発の背景と狙い

脱炭素社会の形成
産業競争力の強化に貢献

4

国、自治体、企業から市民まで
すべてのステークホルダーが
取り組む必要がある

日本の部門別CO2排出量

産業・家庭・業務
約70％
これらの分野の脱炭素に
貢献できる!

脱炭素化
●脱炭素電源への切替え（再エネ等）
●電化の拡大
●化石燃料から水素等
 脱炭素燃料への転換

生産性向上
品質向上

革新的な技術の導入により
競争力強化と利便性向上

加速する気候変動
脱炭素社会の実現は急務

特に電化が困難な高温熱源の代替や
既存加熱を効率化する新たな熱源ニーズあり

省エネルギー化
●エネルギー使用合理化
●エネルギー転換
●電気需要最適化

※参考資料は次頁



①高純度＆高密度の
 薄板カーボンフィラメント
 が発熱体

②独自のスリット加工技術で
 任意に出力を調整

オレンジヒート（赤外線カーボンランプヒーター）

オレンジヒートとは

高純度石英ガラス管にカーボンフィラメントを
不活性ガスと共に封入

薄板カーボン
フィラメント

石英ガラス管
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取付金具
モリブデン箔

サポーター
シール部

内部線



③カーボン内部の不純物を限り
なく除去し
フィラメントの⾧寿命化
放射率85％を実現

配熱加工は業界唯一

通電

④特許技術のスリット加工により
任意に部分加熱が可能

⑤独自の設計、製造ノウハウで
高出力・高密度化を達成

2000℃の高出力

これまでの高温熱源では実現できなかった様々な課題を
オレンジヒートが解決!

オレンジヒートとは
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オレンジヒート主な受賞歴

平成27年度 省エネ大賞
資源エネルギー庁⾧官賞
鋳造工場における赤外線ヒータ式
金型加熱器の導入による省エネ・省力化

2020年度 省エネ大賞
省エネルギーセンター会⾧賞
CO2フリーに向けた低圧鋳造工程の
実現による省エネルギーの取り組み

2021年 環境省 気候変動アクション環境大臣表彰
気候変動アクション大賞
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燃焼を伴わない
CO2フリー

低圧鋳造工程が実現

高温のため電化が困難だったサブストークの電化に成功

低圧鋳造工程におけるサブストーク加熱装置による
CO2フリー、省エネルギーの取り組み

オレンジヒート効果・成果

サブストーク加熱装置
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エンジン鋳造工場における金型加熱器による
省エネ、脱炭素、省力化の取り組み

金型加熱器

省エネ・脱炭素に
貢献するとともに
工程改善も実現



オレンジヒート効果・成果
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高効率加熱
急 速 加 熱
雰囲気加熱
局 所 加 熱
高 温 加 熱
制 御 性
コンパクト性
作業環境性

予熱
鋳造
調理

加熱
鍛造
保温

溶解
溶着
乾燥

焼成
接着
合成

射出成型        加飾成形

均一／部分加熱 省力化／標準化

急速加熱 高温加熱 温度制御自動化

作業性向上

作業環境改善 安全性向上

etc etc

金 属 樹 脂ガラス

ゴ ム 紙

化学品 医薬品

繊 維

食 品

さまざまな材質 さまざまな目的

高い省エネ性・環境性／生産性・品質の向上／革新的な生産工程

材質・形状・サイズ・生産条件等に
対応した様々な加熱が可能

 輻射熱による周囲温度上昇や
 火災の心配が払拭

プラスチック

セラミック



環境・社会・経済に貢献
カーボンニュートラルの取組の根幹を支える技術の一つに

大
き
く
貢
献

未来のため脱炭素社会の実現に貢献し続けます

様々な高温熱源の代替としてオレンジヒートの導入を促進
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